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いじめ問題解決に向けた各校の取組の報告
（ 学校名 藤岡市立小野小学校 ）

１ いじめ問題解決に向けた私たちの取組名

「『あいさつ運動』・『心に咲く花』で、友だちに認められる気持ちよさを－2019－」

２ 「いじめ撲滅宣言」とのかかわり

｢あいさつ運動｣は毎月第２月曜日に取り組んでいます。この活動は｢いじめ撲滅宣言｣｢私たちは、相手

の目を見て心のこもったあいさつをします｣を受けての活動です｢あいさつ運動｣をすることによって、あ

いさつの習慣を身に付け、学校全体の仲間意識を高めたり、共感的に認め合う気持ちを育てたりするこ

とをねらいとしました。また、今年度はあいさつ運動の一環として｢こんにちは運動｣を展開しました。

｢心に咲く花｣は人権週間で取り組んでいます。以前行っていた｢ありがとうの花束｣から形を変え、３年

目になりました。この活動は｢いじめ撲滅宣言｣の｢私たちは、児童会・生徒会活動や学校行事を通してう

るおいがあり、温かい学級・学校を自らつくります｣｢私たちは、友達のよいところを進んで認め、ほめま

す｣を受けての活動です。お互いの良いところをワークシートに書き、友だちが書いてくれた良いところ

を参考にして、人権週間の最後の日に自分で自分の良いところを花の中心に書いています。自己肯定感

をもてるようにすることをねらいとしました。

３ 共通の取組「スマイルハイタッチあいさつ運動」「ＨＡＰＰＹはぁとふるツリー運動」

「藤岡ネットいじめ防止行動目標アクション３＋」

①「スマイルハイタッチあいさつ運動」（今年度のテーマ【笑顔】）

「朝のあいさつ運動について」

【ねらい】明るく元気にあいさつすることを身に付けさせ、あいさつを通して自分の気持ちや

考え・存在を相手に伝え、表現する力を高める。

１．日時：５月１３日（月）から毎月第２月曜日 ７：３５～７：５５

２．場所：東門 南門 西門 東玄関 西玄関

３．方法：学級委員会、生活安全委員会が中心となり、全校児童にあいさつを呼びかける。

「あいさつ強化週間」の実施

前期【５月２７日（月）～５月３１日（金）、６月３日(月)】

後期【１１月１９日（月）～１１月２６日（月）】

・小中連携事業の一環として小野中の生徒会役員・生活委員にあいさつ運動に来校していただく。

・５･６年生が学級単位で参加し、朝のあいさつを呼びかける。

・職員も一回ずつ玄関や門に立ち、あいさつ運動を行う。

・各クラスの学活・道徳で、あいさつのルールを決めたり、あいさつをすることのよさを話し合

ったりして意欲を高める。

中学生や更生保護女性会の方々、まゆダーマンもあいさつ運動に参加
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②「ＨＡＰＰＹはぁとふるツリー運動」（今年度のテーマ【希望】）

１２月４日～１２月１２日を人権週間とし、全校で『心に咲く花』

の活動に取り組みました。これは、Ａ４の用紙にクラスの友達の良い

ところ(５人分が書ける)を書き、最後に中央の円に友だちのメッセー

ジを参考にして、自分自身のよいところを書くという活動です。この

ように、お互いを認め合う活動をすることにより、共感的人間関係を

促進できたと思います。また、どの子も同じように運動に参加できる、

良いところを伝えてもらえる、良いところを伝える経験をすることができると

いう利点があると考えました。

③「藤岡ネットいじめ防止行動目標アクション３＋」（今年度のテーマ【やる気】）

「アクション１・相手が喜ぶ言葉を使おう」では、学年・学級の実態に合わ

せて、帰りの会等で｢今日のきらきら｣｢今日のありがとう｣と称し友だちのよい

ところを発表したり、「ありがとう・ごめんね」と称し自分自身が友達に対して

どうであったかを振り返ったりするなどの時間を設けています。

４ 私たちの取組

(１)レインボー活動(縦割り班活動)

６年生が中心となり、ドッジボールやしっぽとり、へびじゃんけ

ん、イスとりゲームなど遊びを考えて校庭や体育館、教室で笑顔い

っぱい遊んでいます。｢楽しんでもらえるかなぁ｣と班のみんなのこ

とを考えて、みんなが楽しめるようにルールも工夫しています。ま

た、雨の日には６年生が紙芝居の読み聞かせをしています。

『心に咲く花』カード

学校中に優しさと笑顔があふれています！

教室や廊下に掲示。

合唱部・手話クラブと一緒に手話をしながら『世界に一つだけの花』を全校合唱。
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(２)こんにちは運動(学級委員会・生活安全委員会)

朝の「あいさつ運動」だけでなく、「あいさつに関する啓発をしていこう」

ということで、ポスターや標語を廊下や階段に掲示する活動をしました。ま

た、日常の｢こんにちは｣を習慣にしていけるように、新たな取り組みとして

２学期より学級委員・生活安全委員が協力して、『こんにちは隊』を組織しま

した。当番の日には、こんにちは隊のワッペンをつけて昼休みに校内を歩き、

明るいあいさつやこんにちは、そして安全などを呼びかけています。

(３)全校長縄(体育委員会)

小野小では毎週木曜日の２０分休みに全校長縄に取り組んでいます。「３分間で何回跳べるか」各

学年で目標をもち、クラスで協力しながら記録の向上を目指しています。また、低学年は、回し手を

高学年児童が担当し、優しく声をかけながら練習しています。上手に跳べているクラスをお手本とし

て紹介するなど、お互いに

学び合い、競い合いながら、

｢笑顔・やる気いっぱい｣の

温かい人間関係を築いてい

ます。

５ 取組のまとめ

（１）取組の成果

「あいさつ運動」：朝、「あいさつ運動」を終えるとき、担当児童は、さまざまな教員から話を聞き、い

ろいろな角度から「あいさつ運動」の意義をとらえることができました。あいさつ運動後の感想で、「あ

いさつを返してくれる全校児童の反応がしだいによくなってきている。」と話してくれた児童もいました。

また、今年度から始めた｢こんにちは運動｣により、廊下ですれ違ったときに｢こんにちは！｣と言える子が

増えてきています。

「心に咲く花」：ワークシートを配って説明したときには、「自分の良いところなんて分からない」と言

っていた児童も、友だちに書いてもらうことによって、自分の良いところを知ることができ、有意義で

した。自己肯定感を少しずつ高められたと思います。

（２）今後の課題

「あいさつ運動」：校内での日常的なあいさつ（あいさつ運動のない日、朝、廊下や階段ですれ違う時、

担任や学年以外の先生と会った時など）に加え、地域や校外パトロールの方々へのあいさつでも、相手

の目を見て自然に明るいあいさつができる子をさらに育てていきたいと思います。

「心に咲く花」：人権週間だけでなく、学期に一度は取り組むなど、啓発する機会を増やせればと思い

ます。他の行事との関連もあるので、調整をしながら取り組めたらと思います。

記録向上を目指します！｢１、２、３、･･･｣

｢惜しい！｣｢大丈夫だよ｣優しく声をかけています。
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藤岡市立美土里小学校 

１ いじめ問題解決に向けた私たちの取組名 

― 笑顔いっぱい・思いやりいっぱい・あいさついっぱいの美土里小をつくろう ― 

 

２ 「いじめ撲滅宣言」とのかかわり 

美土里小いじめ撲滅宣言「美土里小は いじめをしない させない ゆるさない」を企画委員会が中心にな

って提唱し、8年が経ちました。 

今年度は「笑顔いっぱい・思いやりいっぱい・あいさついっぱいの美土里小をつくろう」をスローガンに、美

土里小の児童全員が友達を大切にして楽しい毎日が送れるよう、児童会活動や前・後期の人権集中学習期

間、西連携型小中一貫校が連携した取組など、様々な活動を行いました。 

 

３ 共通の取組「スマイルハイタッチあいさつ運動」「ＨＡＰＰＹはぁとふるツリー運動」 

「藤岡市ネットいじめ防止行動目標アクション３＋」 

○スマイルハイタッチあいさつ運動 

美土里小は、「あいさついっぱいの学校」を目指しています。５・６年生が委員会を単位として、月

に１回西中生と一緒に校門でスマイルハイタッチ運動「小中連携あいさつ運動」を行っています。登

校してくる人が気持ちよく一日のスタートを切れるように、明るい笑顔を意識したあいさつ運動を展

開しています。また、年に２回ある平井小、日野小へ訪問する「小小連携あいさつ運動」には、企画

委員会が参加しています。他の学校のあいさつ運動の様子を見ることができ、本校でのあいさつ運動

をさらに活性化させる機会となっています。 

また、体育館で行う集会の前には、企画委員が入口でハイタッチ運動を展開しています。 

さらに、昨年度から企画委員会が美土里小のあいさつの合言葉「みどりのお・も・い・や・り」を

提唱し、全校をあげて美土里小のあいさつの向上に引き続き取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あいさつ運動でのスマイルハイタッチ 

あいさつの合言葉「みどりのお・も・い・や・り」 
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○ＨＡＰＰＹはぁとふるツリー運動 

美土里小では、毎年前期・後期の２回、人権集中学習期間を設けています。今年度は、前期人権旬

間（６月）に「笑顔・思いやりいっぱい」を、後期人権月間（１１月）に「笑顔・思いやり・あいさついっ

ぱい」をテーマに掲げ、全校で様々なことに取り組みました。 

前期人権旬間では、昨年度ＪＲＣ委員会が提唱した「ふわふわ言葉をいっぱいに！」を意識して、

全校児童が「よいところ見つけの花（ＨＡＰＰＹはぁとふるツリー）」に取り組みました。 

後期人権月間では、各クラスが思いやりの心を深めるために学級で話し合い、それぞれの学年・学

級で取組を決めて実践しました。また、西中校区４校の代表児童が集まった西中サミットで決まった

「よいところ見つけのレベルアップ」を全校に呼びかけ、各学年・学級毎に朝や放課後のホームルー

ムなどで「よいところ見つけコーナーの充実」を図りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○藤岡市ネットいじめ防止行動目標アクション３＋ 

 夏休み中に、西中校区４校の代表児童が集まった西中サミットにて、「藤岡市ネットいじめ防止行動

目標アクション３＋」を推進するための話し合いが行われました。 

 昨年度、美土里小では後期人権月間の振り返りの際に、企画委員会が各クラスの取組を取り上げ、

アクション３＋のどの項目に関連しているかを説明し、今回の取組を今後も続けるよう全校に呼びか

けました。それを受けて、今年度は児童全員が見られる掲示板に、「藤岡市ネットいじめ防止行動目標

アクション３＋」の拡大掲示物を、通年掲示しました。 

 また、美土里小では毎年５年生を対象に「情報モラル講習会」を開き、これから様々な情報に接し

ていくことの多い高学年の児童の理解を深めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よいところ見つけの花 

後期人権月間の振り返り 

各学年の取り組みの発表 

後期人権月間の振り返り 

企画委員会の発表 
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４ 私たちの取組 

（１）自分たちで課題を見つけ、解決する。 

 昨年度から、美土里小の学校教育目標に「思いやりい

っぱい」が加わり、“５つのいっぱい運動”となりました。

また、今年度から児童会の代表委員会を積極的に開き、

これまで以上に「よりよい美土里小にするには」につい

て考え、児童が中心となって課題を見つけ、解決するよ

う意識してきました。 

 前期人権旬間では、企画委員が話し合い、「笑顔・思

いやりいっぱい」に重点を置き、そのための手立ての１

つとして、美土里小のふわふわ言葉「みどりのあ・い・す」

を提唱しました。 

 後期人権月間では、各学年・学級で自分のクラスの課題を話し合い、どのようにすればもっと良いクラスにな

るのかを考え、取組を実践しました。「よいところ見つけのレベルアップ」を全校に呼びかけ、各学年・学級毎に

朝や放課後のホームルームなどで「よいところ見つけコーナーの充実」を図りました。 

 

（２）西中校区小中・小小連携を基盤とした児童会活動 

 西中校区では、あいさつ運動で互いの学校を行き来

して活動したり、夏休みに各校代表が集まって会議を

したりするなど、小中・小小の連携を意識しています。

あいさつ運動で他の学校の良さを見つけ、自分の学校

の取組に生かすことができています。夏休みの会議「西

中サミット」では、「アクション３＋を広めていくには」

というテーマについて、西中の生徒会が中心となって

話し合い、今年度は「意見箱の設置」という共通の取

組が決まり、各校で実践していきます。 

 

５ 取組のまとめ 

（１） 取組の成果 

 今年度は、これまでの良い取組や伝統を引き継ぎながら、企画委員会だけでなく各学年・学級で自

分たちの課題を見つけ、改善する取組を考え実践してきました。 

 美土里小のこれまでの取組や伝統をふり返ったり、アクション３＋と自分たちのクラスの活動をか

らめたりすることで、様々な取り組みの「つながり」を意識できました。今回様々なつながりを意識

できたことで、今年度の取組が美土里小で引き継がれていきます。 

 いじめは子どもたちの中や周りで起きます。それらにいち早く気づき、対処できることが一番の防

止策です。今年度美土里小の子どもたちが、自分たちの課題を見つけ、改善策を考え実践したことで、

自分たちの近くのいじめにいち早く気づき、なくすよう努力する姿勢につながったと思います。 

 

（２）今後の課題 

 今年度様々なことに取り組んできた美土里小ですが、人権集中学習期間だけ思いやりある行動をしたり、何

かを提唱した時だけ意識したりするだけでは、「笑顔いっぱい・思いやりいっぱい・あいさついっぱい」にはなり

ません。いじめがなく、全校児童が笑顔でいられる学校を目指し、児童一人一人が思いやりある行動をとること

が大切です。次年度も児童会活動を中心に、子どもたちが主体的に考え、実践する学校を目指します。 

西中サミットの様子 

ふわふわ言葉「みどりのあ・い・す」 
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いじめ問題解決に向けた年間の取組 
藤岡市立美土里小学校 

月 学校の取組 西中校区での取組 

４月 ・生活アンケート（いじめ・悩みごと実態調査）  

５月 ・委員会毎に順番にスマイルハイタッチあいさつ運動 

・生活アンケート（いじめ・悩みごと実態調査） 

・縦割り班活動 

・家庭訪問の実施 

・小中連携スマイルハイタッチあい

さつ運動 

６月 ・委員会毎に順番にスマイルハイタッチあいさつ運動 

・生活アンケート（いじめ・悩みごと実態調査） 

・縦割り班活動 

・Ｃ&Ｓ調査の実施 

・前期人権旬間にて「よいところ見つけの花」（ＨＡＰＰＹはぁとふ

るツリー） 

・小中、小小連携スマイルハイタッ

チあいさつ運動 

・各校が前期人権期間 

・いじめ問題解決に向けた教育懇

談会（西中学校） 

７月 ・生活アンケート（いじめ・悩みごと実態調査） 

・縦割り班活動 

 

８月 ・教育相談の実施 ・西中サミットへの参加（西中学校） 

９月 ・委員会毎に順番にスマイルハイタッチあいさつ運動 

・生活アンケート（いじめ・悩みごと実態調査） 

・縦割り班活動 

・藤岡多野いじめ防止フォーラムへの参加（藤岡中央高校） 

・全校に西中サミットとフォーラムの内容の伝達 

・小中連携スマイルハイタッチあい

さつ運動（※悪天候のため、中止） 

１０月 ・委員会毎に順番にスマイルハイタッチあいさつ運動 

・生活アンケート（いじめ・悩みごと実態調査） 

・縦割り班活動 

・小中連携スマイルハイタッチあい

さつ運動 

１１月 ・委員会毎に順番にスマイルハイタッチあいさつ運動 

・生活アンケート（いじめ・悩みごと実態調査） 

・縦割り班活動 

・小中、小小連携スマイルハイタッ

チあいさつ運動 

・各校が後期人権期間 

・意見箱の設置 

・よいところ見つけのレベルアップ 

１２月 ・委員会毎に順番にスマイルハイタッチあいさつ運動 

・生活アンケート（いじめ・悩みごと実態調査） 

・縦割り班活動 

・Ｃ&Ｓ調査の実施 

・小中連携スマイルハイタッチあい

さつ運動 

１月 ・委員会毎に順番にスマイルハイタッチあいさつ運動 

・生活アンケート（いじめ・悩みごと実態調査） 

・縦割り班活動 

・小中連携スマイルハイタッチあい

さつ運動 

・５・６年生が学級毎に SOSの出し

方についての授業を実施 

２月 ・委員会毎に順番にスマイルハイタッチあいさつ運動 

・生活アンケート（いじめ・悩みごと実態調査） 

・縦割り班活動 

・いじめ問題解決に向けた子ども会議への参加 

・全校に子ども会議の内容の伝達 

・小中連携スマイルハイタッチあい

さつ運動 

３月 ・委員会毎に順番にスマイルハイタッチあいさつ運動 

・生活アンケート（いじめ・悩みごと実態調査） 

・縦割り班活動 

・小中連携スマイルハイタッチあい

さつ運動 
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いじめ問題解決に向けた各校の取組の報告 

（学校名 藤岡市立美九里東小学校） 

１ いじめ問題解決に向けた私たちの取組名 

    『あいうえおいっぱい 美東小』 

    （「あい」あいさつ 「う」歌声 「え」笑顔 「お」おもいやり いっぱい） 

２ 「いじめ撲滅宣言」とのかかわり 

 本校では、学校教育目標を受け、目指す子ども像として、「自分の考えをもち、工夫して友だちに伝える

ことのできる児童」「友だちの考えを知り、認めることのできる児童」「目標に向かって粘り強く頑張るこ

とのできる児童」「地域を知り、地域のよさを感じることのできる児童」を目標に教育活動に取り組んでい

る。 

いじめは、児童の自己に対する不安感が、他者に対して排他的であったり攻撃的であったりするような

行動として表れると考える。その不安を取りのぞくためには、自己肯定感をもたせることが必要である。

児童の自主性を育て、安定した生活の中で自己肯定感をもたせることが、他者への思いやりにもつながり、

「いじめ撲滅」に有効である。本校では、児童集会や縦割り班活動を通じて、特に高学年では責任ある役

割をもたせ、その役割をしっかりやりきらせて達成感を味わわせることで、自己有用感を感じさせる。低

学年では、高学年の児童に手助けしてもらえる、優しくしてもらえることにより学校生活に安心感をもた

せる。そして、互いに信頼し合い助け合える関係を築くことで「笑顔、やる気、希望いっぱいの学校づく

り」を実践していくことができると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目指す子ども 

自分の考えをもち、 

工夫して友だちに伝え

ることのできる児童 

友だちの考えを 

知り、認めること

のできる児童 

目標に向かって 

粘り強く頑張る 

ことのできる児童 

私たちは いじめをしない させない 許さない 

「笑顔、やる気、希望いっぱいの学校づくり」を目指します。 

「考える子」をいっぱいにす

るために私たちは 

・相手の話をよく聞きます。 

・意見をたくさん言います。 

・わかるまであきらめません。 

「思いやりのある子」をいっ

ぱいにするために私たちは 

・友だちの気持ちを考えます 

・いじめをしません。 

・「あいうえお」を大切にしま

す。 

 

「がんばりぬく子」をいっ

ぱいにするために 

・最後までやりきります。 

・目標を立てて挑戦します。 

・みんなで協力します。 

スマイルハイタッチあいさつ運動 ＨＡＰＰＹはあとふるツリー運動 

藤岡市ネットいじめ防止行動目標アクション３ 縦割り班活動 

いじめ撲滅宣言・行動目標 

地域を知り、地域

のよさを感じるこ

とのできる児童 
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３ 共通の取り組み 

 

（１）スマイルハイタッチあいさつ運動 

  本校では、今年度、児童会本部役員を中心に、学期に一

回「スマイルハイタッチあいさつ運動」を実施した。あい

さつ運動では、本校の５・６年生全員があいさつ当番とし

て順番に校門に立ち、登校してくる児童に対してハイタッ

チをしながらあいさつを行った。校門を入ってくる児童は、

照れながらも嬉しそうにハイタッチしながらあいさつすることがで

きた。 

活動後には、「ハイタッチをすることで、いつもより楽しくあいさ

つできた。（児童）」「いつもよりいい顔であいさつをすることができ

ていた。（職員）」などの感想も聞かれた。 

 

（２）ＨＡＰＰＹはあとふるツリー運動 

本校では、人権教育集中学習週間にあわせて「ＨＡＰＰＹは

あとふるツリー運動」を実施した。友達にしてもらってうれし

かったことや友達のよいところを葉の形のカードに記入し、木

の掲示物に貼り付けていった。最初の一枚は、学級活動や道徳

の時間等を使って各クラスで取り組み、以後は書きたい児童が

自由に書いて貼っていくこととした。低学年の児童に限らず、

高学年でも自分から進んでカードを記入し、たくさん貼り付け

ることができた。自分のことが書かれているカードを見つ

けて嬉しそうにしている児童をたくさん見ることができた。

また、給食の時間に、放送委員の児童がカードを読み上げ

る活動も行った。放送の中で自分のことが読まれると照れ

ながらも、嬉しそうな表情を浮かべていた。 

「わたしの人権宣言」の木は、本物のメタセコイアの木を               

使用し、全校児童が自分にできる目標を決め、目標に向か

って友達や周りの人たちできることを実践した。目標が達

成された児童は自分のカードにシールを貼ることで、達成

感を味わうことができた。他の学年の児童のカードも見ることができるように、西玄関の前に置いた。 

 

（３）藤岡市ネットいじめ防止行動目標アクション３ 

 児童会ではネットに限らずいじめを起こさせないようにするた

めに「笑顔で目を見るあいさつはいじめをなくす第一歩」や「名

前を呼んでハイタッチ、相手のいいところを言ってあげよう」な

どのポスターを作成し、全校児童にあいさつの大切さや友達のよ

いところを見つけることの大切さについて投げかけた。また、相

手の気持ちを考えるために「一緒に考えること」「言葉遣いに気を

付けること」「差別をしないこと」「もしも自分だったらと相手の

立場に立って考えること」の大切さについても伝えた。 
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３ 私たちの取組の概要 

（１）小・中・地域の方々の連携した取組 

○４校連携の取り組みの実施 

東中校区では、学期に一回「地域でふれあうあいさつ運動」を

実施している。設定している週には、東中生、ＰＴＡ本部役員の

方々、地域の方々と一緒に本校児童のあいさつ当番が校門に立ち、

登校してくる児童にハイタッチしながら「おはようございます。」

とあいさつを行った。期間中には東中生徒会による「ガッチュウ

レンジャー」も登場し、児童たちも自然に笑顔になってあいさつを行っていた。 

（２）本校の取組 

○縦割り班活動 

本校では、縦割り班活動を通じて、日常的に異学年間の交流を図っている。高学年が計画した遊びを1

年生から6年生までの縦割り班のメンバーで行うという活動を一カ月に1度行っている。２０分程度の短

い時間だが、どの班も毎回楽しんで遊んでいる。 

その他、運動会の団別活動も縦割り班活動の一つとして、応援合戦を中心に行った。応援合戦では、５・

６年生の応援係がリーダーとなってそれぞれの応援歌を作成し、下級生に教える活動を行った。高学年は、

下学年の児童に気を配り、声をかけたり面倒をみたりした。低学年は、高学年の児童に手助けしてもらっ

たり優しくしてもらったりして、楽しく応援歌を覚えることができた。運動会本番では、どの団も一つに

なり、全力で応援を行うことができた。一連の縦割り活動を通して、互いに信頼し合い助け合える関係を

築くことができた。 

○全校遊び 

人権教育集中学習週間中に体育委

員会の児童が企画し、全校で「ふやし

鬼」を行った。先生方も一緒に加わり

全校で楽しく遊ぶことができた。 

○全校児童に読み聞かせ 

人権教育集中学習週間中に図書委員会の児童が企画し、体育館で人権に関する本「ともだち」の読み聞

かせを行った。4～6年生の図書委員の児童全員が一人ずつ心を込めて読んでくれた。 

４ 取組のまとめ 

（１） 取組の成果 

 全学年がお互いの名前を覚え、休み時間には下学年と高学年の児童が一緒に遊ぶ姿も毎日のように見ら

れるようになり、学年を超えた仲間意識が芽生えるようになった。また、縦割り活動等でもお互いに声を

かけあったり、高学年は下学年のことを考えた計画や行動をしたりしている場面が増えてきた。 

美九里東小学校では、普段の下校時にも先生方と児童が自然とハイタッチをする習慣があり、相手の目

を見てよい表情であいさつする児童が増えた。 

（２） 今後の課題 

美九里東小の児童は小さい頃から一緒に育ち短学級で過ごしてきたことから、同学年の児童には相手の

気持ちを考えずに思ったことをすぐに言葉にして発してしまう傾向にある。いじめ防止の意識醸成につな

げるためにも「親しき中にも礼儀あり」や「相手がこの言葉を言ったらどう思うか」を普段から考えさせ、

一人一人が意識して言葉を発するような指導を心がける。また、相手を傷つける言動がいじめにつながる

ことも児童によくわからせ、お互いが気持ちよく生活するためにどのような言葉を発していったらよいか

全校で考えていく。日常の小さなことから一つ一つできるようになるために、これからも継続した声掛け

が必要である。 


